
 

 

 

 

部活動の地域移行へ向けて 

昨今、生徒のスポーツ・文化活動のニーズが多様化しており、部活動の枠にとらわれずに様々な種目

等を、生徒が選択できる環境が求められています。地域によっては、少子化が進展し、開設できる部活動

の種目が限られてしまうことから、参加したい種目がない状況も出てきており、学校部活動を従前と同様

の体制で運営することが難しくなってきています。 

学校や地域の実態に応じて、スポーツ団体、保護者、民間事業者等の協力のもと、生徒がスポーツ・

文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保することを目指し、このための新たな環境整備

を進めていきます。 

つくば市では、活動場所や指導者等の準備ができた地域や種目から、順次部活動の地域移行をスタ

ートしています。 

秀峰筑波義務教育学校では、市教育局の部活動改革ロードマップとアクションプランを受け、専門性

に関わらず教師が顧問を務めるこれまでの指導体制の見直しを行っています。子どもたちのスポーツ・

文化活動を持続可能なものにするため、今後の活動についてはどのようにしていくのが望ましいか、方

向性を各部活動の保護者会で協議を進めていく予定です。              （教頭 小河原 一幸） 

 

部活動改革ロードマップとアクションプラン 

   〇令和 9年度中の休日の部活動地域移行を達成するためのロードマップとアクションです。 

 Ｒ6年 11月 

現在 

19％ 

Ｒ７年４月 

休日移行 

３８％ 

Ｒ８年４月 

休日 

６４％ 

令和 9年 4月 

休日 

89％ 

令和 9年 8月

休日 

移行完了 

 Ｒ６年度

(2024) 

Ｒ７年度 

(2025) 

R８年度 

(２０２６） 

Ｒ９年度 

(2027) 

地域クラブ 

体制整備 

統括組織の整備/運営支援体制の構築 

クラブと学校のマッチング推進/クラブ新設支援 

指導者の 

質・量 

指導者（学びサポーター）バンクの設置 

指導者研修制度/フィードバック制度の確立 

財源 事業費算出/補助金                 多様な財源（補助金、行政予算、企業協賛、 

                                  学校施設の収益化 等）の獲得 

施設 学校施設の地域開放制度の整備/活用の促進 

効率的な施設管理方法（施錠、カメラ等）の確立 

試合/大会 中体連制度の見直し/クラブ参加の促進 

つくば市独自の試合機会、多様な体験機会の創出 

既存部活動 

改革 

活動量（週３回）の適正化/主体的・多様な活動の推進 

令和 8年 8月 地域移行により、休日に部活動を行う教員をゼロにする 

                     ※地域連携：地域移行を主にしながら、部活動指導員等も活用 

（つくば市教育局学び推進課） 
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